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第 1 章 ： Pro Tools HD 7.4 の新機能
プレイリス ト ・ スイッチ ・ コマンド

ProTools 7.4 では、 D-Control、 D-Command で、 ソフ ト キー ・ セ
クシ ョ ンからフォーカス ・ ト ラ ッ ク上の利用可能なプレイ リ ス
ト を順に切り替えるこ とができます。

ソフ ト ・ キーの管理セクシ ョ ンの [Playlist] ス イ ッチに新しいコ
マンドが 2つ追加されました。 編集ウ ィンド ウで現在選択され
ている ト ラ ッ クのプレイ リ ス ト を切り替える [Show Previous 
Playlist] と [Show Next Playlist] です。 

プレイリスト ・ スイッチ

[Playlist] ス イ ッチを押すと、 以下のコマンドが表示されます。

･ New: 新規プレイ リ ス ト

･ Duplicate: プレイ リ ス ト複製

･ Delete Audio: 未使用のオーディオ ・ プレイ リ ス ト を削除

･ Delete MIDI: 未使用の MIDI プレイ リ ス ト を削除

･ Prev Plylst: 前のプレイ リ ス ト を表示

･ Next Plylst: 次のプレイ リ ス ト を表示

ト ラ ッ クのプレイリス ト を順に表示するには :

1  ト ラ ッ クを操作の対象にします。

2  管理セクシ ョ ンの [Playlist] スイ ッチを押します。

3  ソフ ト キー ・ セクシ ョ ンで以下のいずれかを行います。

･ [Prevs Plylst] と表示されたソフ ト キーを押し、 ト ラ ッ クの

プレイ リ ス ト ・ メニューの前のプレイ リ ス ト を選択しま

す。

･ [Next Plylst] と表示されたソフ ト キーを押し、 ト ラ ッ クの

プレイ リ ス ト ・ メニューの次のプレイ リ ス ト を選択しま

す。
モニター ・ アウトプッ ト ・ リンク

（D-Control のみ）

D-Control のコン ト ロール ・ ルーム ・ モニター ・ セクシ ョ ンで
は、 異なるスピーカー ・ システムのアウ トプッ ト ・ ゲインやス
イ ッチを操作する と きに [Main]、 [Alt]、 [Mini] の相対的なレベル
が維持されるよ う アウ トプッ ト ・ レベルのコン ト ロールを リ ン
クできます。

アウ トプッ ト ・ レベルのコン ト ロールを リ ンクする と、 すべて
のアウ トプッ ト ・ ト リ ムの設定および [Main]、 [Alt]、 [Mini] の現
在のアウ トプッ ト ・ レベルのコン ト ロールの差が維持されます。 

D-Control のアウトプッ ト ・ レベルのコン ト ロールをリンクする
には ：

1  以下のいずれかを行います。

･ [Main]、 [Alt]、 [Mini] のレベルを別々に設定します。 このと

きの差がコン ト ロールを リ ンク したと きに維持されます。 

または

･ [Main]、 [Alt]、 [Mini] のレベルを一番下 （-INF） まで下げ

ます。 こ うする と、 コン ト ロールを リ ンク したと きに差が

生じません。

2  モニター ・ アウ トプッ ト ・ モード ・ コン ト ロールの [Setup] ス

イ ッチを押さえ、 メ イン ・ アウ トプッ トのオン / オフ ・ スイ ッ

チを押します。 モニター ・ セクシ ョ ンに [Output Lk On] が表示

され、 リ ンクがアクティブであるこ とを示します。 

D-Control のアウトプッ ト ・ レベルのコン ト ロールのリンクを解
除するには ：

･ モニター ・ アウ トプッ ト ・ モード ・ コン ト ロールの [Setup] ス

イ ッチを押さえ、 メ イン ・ アウ トプッ トのオン / オフ ・ スイ ッ

チを押します。 モニター ・ セクシ ョ ンに [Output Lk Off] が表示

されます。
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第 2 章 ： Pro Tools HD 7.4cs1 の新機能
Pro Tools HD 7.4cs1 には、 D-Control ワークサーフェス用コン ト
ローラー ・ パーソナリテ ィ ・ ファ イルとファームウェアのアッ
プデートが含まれています。 

このパーソナリテ ィ とファームウェアのアップデートには以下
の新機能が含まれています。

･ オート メーシ ョ ン書き込みスイ ッチの変更

･ ソフ ト ・ キー ・ セクシ ョ ンの変更

･ デュアル ・ ト ランスポート ・ モード

･ LED テス ト ・ モードの色の変更 （D-Control ES のみ）

･ D-Control マルチ ・ モード （Mac のみ）

オート メーシ ョ ン書き込みスイッチ

（すべての D-Control システム）

オート メーシ ョ ン書き込みスイッチの新しいレイアウ
ト

オート メーシ ョ ン書き込みスイ ッチは、 Pro Tools のコマンドで
ある手動の [Write to Start/End/All/Punch/Next] コマンド と、 自
動の [Write to Start/End/All/Punch/Next on Stop] コマンドを実行
します。 

このスイ ッチの新しいマッピングには、 Pro Tools オート メー
シ ョ ン ・ ウ ィ ンド ウにあるすべての手動書き込みコマンド と停
止時書き込みコマンドが含まれています。 

[Write To Start/End/All/Punch/Next] の各コマンドは、 D-Control
のソフ ト キー ・ セクシ ョ ンから呼び出すこ と もできます。 

2007 年 10 月 1 日よ り前に D-Control を購入している場合は、
メ イン ・ ユニッ トの 2 つの [Auto Write] セクシ ョ ン （左右の
チャンネル ・ ス ト リ ップ ・ マスター ・ セクシ ョ ンにある） を
アップデートする Lexan オーバーレイが必要です。 Lexan オー
バーレイの入手方法については Digidesign のカスタマー ・ サー
ビスにお尋ねください。 Digidesign の各地のカスタマー ・ サービ
スの電話番号は Digidesign のウェブサイ ト （www.digidesign.com）
に掲載しています。

Pro Tools HD 7.4cs1 のインス トールと これに伴う

D-Control のファームウェアのアップデートの方法につ

いては、 「Pro Tools HD 7.4cs1 Read Me.pdf」 をお読みく

ださい。

[Write/Trim/Glide to Current] コマンド と

[Write/Trim/Glide to All Enabled] コマンドは今まで通り

D-Control のソフ ト ・ キーからも実行できます。

以下のスイ ッチの LED の色は D-Control ES のもので

す。
[All] スイ ッチ

[All] ス イ ッチは、 書き込み可能になっているパラ メータの現在
の値を選択範囲または ト ラ ッ ク全体に書き込みます。

手動でオート メーシ ョ ンを 1 つのト ラ ッ クまたは選択範囲全体
へ書き込むには ：

･ プレイバッ ク中に [All] スイ ッチを押します。

停止時にオート メーシ ョ ンを 1 つのト ラ ッ クまたは選択範囲全
体へ書き込むには ：

･ Start キー （Windows） または Control キー （Mac） を押したま

ま、 [All] ス イ ッチを押します。

各オート メーシ ョ ン ・ パスの終了後に [Write to All on Stop] をオ
ンにしてお くには ：

･ Alt+Start キー （Windows） または Option+Control キー （Mac）

を押したまま、 [All] スイ ッチを押します。 

自動の [Write to All on Stop] を解除するには ：

･ 点滅している [All] ス イ ッチを押します。

オート メーシ ョ ン書き込みスイッチ

オート メーシ ョ ン
すべてに書き込み

オート メーシ ョ ン
エンドまで書き込み

オート メーシ ョ ン
スタートまで

オート メーシ ョ ン
パンチポイン トに

オート メーシ ョ ン
次まで書き込み

書き込み

書き込み

スイッチ

スイッチ

スイッチ

スイッチ

スイッチ
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[Start] スイ ッチ

[Start] ス イ ッチは、 書き込み可能になっているパラ メータの現
在の値を選択範囲またはト ラ ッ クのスタートへ書き込みます。 

手動でオート メーシ ョ ンを 1 つのト ラ ッ クまたは選択範囲のス
タートへ書き込むには ：

･ プレイバッ ク中に [Start] ス イ ッチを押します。

停止時にオート メーシ ョ ンを 1 つのト ラ ックまたは選択範囲の
スタートへ書き込むには ：

･ Start キー （Windows） または Control キー （Mac） を押したま

ま、 [Start] スイ ッチを押します。

各オート メーシ ョ ン ・ パスの終了後に [Write to Start on Stop] を
オンにしてお くには ：

･ Alt+Start キー （Windows） または Option+Control キー （Mac）

を押したまま、 [Start] ス イ ッチを押します。 

[Write to Start on Stop] を解除するには ： 

･ 点滅している [Start] スイ ッチを押します。

[End] スイ ッチ

[End] スイ ッチは、 書き込み可能になっているパラ メータの現在
の値を、 選択範囲またはト ラ ッ クのエンドへ書き込みます。

手動でオート メーシ ョ ンを 1 つのト ラ ッ クまたは選択範囲のエ
ンドへ書き込むには ：

･ プレイバッ ク中に [End] スイ ッチを押します。

停止時にオート メーシ ョ ンを 1 つのト ラ ックまたは選択範囲の
エンドへ書き込むには ：

･ Start キー （Windows） または Control キー （Mac） を押したま

ま、 [End] スイ ッチを押します。 

各オート メーシ ョ ン・パスの終了後に [Write to End on Stop] をオ
ンにしてお くには ：

･ Alt+Start キー （Windows） または Option+Control キー （Mac）

を押したまま、 [End] スイ ッチを押します。 

[Write to End on Stop] を解除するには ：

･ 点滅している [End] スイ ッチを押します。
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[Punch] スイ ッチ

[Punch] スイ ッチは、 書き込み可能になっているパラ メータの現
在の値をパンチ ・ ポイン ト （ ト ラ ッ ク内で現在のオート メー
シ ョ ン ・ パスが始まる位置） まで書き込みます。 

手動でオート メーシ ョ ンをパンチ ・ ポイン トまで書き込みに
は ：

･ プレイバッ ク中に [Punch] スイ ッチを押します。

停止時にオート メーシ ョ ンをパンチ ・ ポイン トまで書き込みに
は ：

･ Start キー （Windows） または Control キー （Mac） を押したま

ま、 [Punch] スイ ッチを押します。 

各オート メーシ ョ ン ・ パスの終了後に [Write to Punch on Stop]
をオンにしてお くには ：

･ Alt+Start キー （Windows） または Option+Control キー （Mac）

を押したまま、 [Punch] スイ ッチを押します。 

[Write to Punch on Stop] を解除するには ：

･ 点滅している [Punch] スイ ッチを押します。

[Next] スイ ッチ

[Next] スイ ッチは、 書き込み可能になっているパラ メータの現
在の値を、 次のオート メーシ ョ ン ・ ブレークポイン ト まで書き
込みます。 

他の書き込みコマンド とは異なり、 [Write to Next on Stop] コマ
ンドは各オート メーシ ョ ン ・ パスの終了後は常にオンになり ま
す。 必要であれば解除しなければなり ません。 

手動でオート メーシ ョ ンを次のブレークポイン トまで書き込む
には ：

･ プレイバッ ク中に [Next] ス イ ッチを押します。

各オート メーシ ョ ン ・ パスの終了後に [Write to Next on Stop] を
オンにしてお くには ：

･ Start キー （Windows） または Control キー （Mac） を押したま

ま、 [Next] ス イ ッチを押します。 

自動の [Write to Next on Stop] を解除するには ：

･ 点滅している [Next] ス イ ッチを押します。



ソフ トキー ・ セクシ ョ ン

（すべての D-Control システム）

D-Control のソフ ト ・ キー ・ セクシ ョ ンでは、 D-Control 上の
[Auto Write To] スイ ッチの新しい配置に合わせて、 [Actions] ス
イ ッチと [Modes] ス イ ッチで呼び出すソフ ト ・ キーの既存のコ
マンドのレイアウ トが変わり ました。 

[Actions] スイ ッチの新しいレイアウト

オート メーシ ョ ン ・ セクシ ョ ンの [Actions] ス イ ッチの 2ページ
目にオート メーシ ョ ン書き込みコマンドが以下の順で表示され
ます。

Wrt To All (Write to All)  オート メーシ ョ ン ・ パスを再生しなが
ら、 選択範囲または ト ラ ッ クの全体に現在のオート メーシ ョ ン
値を書き込みます。 

Snap Back 書き込みまたはラ ッチ ・ モードになっているすべて
の ト ラ ッ クについて現在のオート メーシ ョ ン ・ パスを終了させ、
オート メーシ ョ ン値を瞬時に以前の値に戻します。 再生中は、
[AutoMatch] の設定にかかわらず、 オート メーシ ョ ン書き込みを
停止します。

Wrt To Start (Write To Start) オート メーシ ョ ン ・ パスを再生しな
がら、 挿入位置から選択範囲または ト ラ ッ クの最初まで現在の
オート メーシ ョ ン値を書き込みます。 

Wrt To End (Write to End) オート メーシ ョ ン ・ パスを再生しなが
ら、 挿入位置から選択範囲または ト ラ ッ クの最後まで現在の
オート メーシ ョ ン値を書き込みます。 

Wrt To Punch (Write To Punch Point) オート メーシ ョ ンの書き込
みを開始した位置に、 現在のオート メーシ ョ ン値を書き込みま
す。

Wrt To Next (Write to Next Breakpoint) オート メーシ ョ ン ・ パス
を再生しながら、 現在のオート メーシ ョ ン値を挿入位置から次
のブレークポイン ト まで書き込みます。 

[Modes] スイ ッチの新しいレイアウト

オート メーシ ョ ン ・ セクシ ョ ンの [Modes] ス イ ッチに停止時
オート メーシ ョ ン書き込みコマンドが以下の順で表示されます。

AWrtTo All (Auto Write to All on Stop) オート メーシ ョ ン ・ パスの
後に ト ランスポートが停止した際に、 選択範囲または ト ラ ッ ク
の全体に現在のオート メーシ ョ ン値を書き込みます。 

AWrtTo Start (Auto Write to Start on Stop) オート メーシ ョ ン ・ パ
スの後に ト ランスポートが停止した際に、 挿入位置から選択範
囲または ト ラ ッ クの最初まで現在のオート メーシ ョ ン値を書き
込みます。 

AWrtTo End (Auto Write to End on Stop) オート メーシ ョ ン ・ パス
の後に ト ランスポートが停止した際に、 挿入位置から選択範囲
または ト ラ ッ クの最後まで現在のオート メーシ ョ ン値を書き込
みます。 

AWrtTo Punch (Auto Write to Punch Point on Stop) オート メー
シ ョ ンの書き込みを開始した位置に、 現在のオート メーシ ョ ン
値を書き込みます。 
AWrtTo Next (Auto Write to Next Breakpoint on Stop) オート メー
シ ョ ン ・ パスの後に ト ランスポートが停止した際に、 現在の
オート メーシ ョ ン値を挿入位置から次のブレークポイン ト まで
書き込みます。 

デュアル ・ ト ランスポート ・ モード

（9- ピンまたは MMC機器と Digidesign MachineControl）

Digidesign MachineControl があれば、 D-Control を 「デュアル ・
ト ランスポート ・ モード」 にして、 2 つ目の ト ランスポート ・
コン ト ロール （[Machine Transport] と表記されているセクシ ョ
ン） が使えます。 

デュアル ・ ト ランスポート ・ モードは、 MachineControl を使っ
て ト ランスポート ・ コン ト ロールの上のセッ ト を 9- ピン機器ま
たは MMC機器へアサインします。 

･ デュアル ・ ト ランスポート ・ モードでは、 ト ランスポート ・

マスターの [Transport=Pro Tools]、 [Transport = Machine]、

[Transport=MMC]、 [Transport=Remote] へ切り替えは D-Control

の ト ランスポート ・ スイ ッチを使って直接行えます。 

･ シングル ・ ト ランスポート ・ モードでは、 ト ランスポート ・

マスターの [Transport=Pro Tools]、 [Transport = Machine]、

[Transport=MMC]、 [Transport=Remote] へ切り替えは ト ランス

ポート ・ モード ・ コン ト ロールの [Machine Online] ス イ ッチを

使って行います。 

D-Control のト ランスポート ・ モードの新しい初期設
定

D-Control の新しい初期設定は、 シングル ・ ト ランスポート ・
モード とデュアル ・ ト ランスポート ・ モードを切り替えます。 
コンソール初期設定の [Operation] の 5 ページに以下の初期設定
が追加されました。

Transpt （D-Control のト ランスポート ・ モード） D-Control の ト
ランスポート ・ モードをデュアルまたはシングルに切り替えま
す。 デュアル ・ ト ランスポート ・ モードは、 [Machine Transport]
と表記された D-Control の 2 つ目の ト ランスポート ・ コン ト
ロールが使用できるよ うにな り ます。 シングル ・ ト ランスポー
ト ・ モードでは、 [Pro Tools Transport] と表記された ト ランス
ポート ・ コン ト ロールが使用できます。 

D-Control のシングル ・ ト ランスポート ・ モード とデュアル ・ ト
ランスポート ・ モードを切り替えるには ：

1  ソフ ト キー ・ セクシ ョ ンの [Operation] ス イ ッチを何度か押し

て [Transpt] を表示します。

2  [Transpt]に対応するソフ ト ・キーを押して [Dual] と [Single] を切

り替えます。

3  Control （Windows） または Command （Mac） を押さえ、

[Operation] スイ ッチを押して解除します。
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デュアル ・ ト ランスポート ・ モードで ト ランスポー
ト ・ マスターを選択する

デュアル ・ ト ランスポート ・ モードでは、 ト ランスポート ・ コ
ン ト ロールのいずれかのセッ トが使用できます。 ト ランスポー
ト ・ スイ ッチの点灯している方が現在の ト ランスポート ・ マス
ターです。

･ [Pro Tools Transport] のスイ ッチが点灯していれば

[Transport = Pro Tools] です。 

･ [Machine Transport] のスイ ッチが点灯していればト ランス

ポート ・ マスターは以下のいずれかです。

･ Transport = Machine

･ Transport=MMC

･ Transport=Remote

デュアル ・ ト ランスポート ・ モードで ト ランスポート ・ マス
ターを選択するには ：

･ ト ランスポート ・ モード ・ コン ト ロールの [Machine Online] ス

イ ッチを押します。 

または

･ 以下のいずれかを行います。

･ [Transport = Pro Tools] のと きは、 [Machine Transport] セク

シ ョ ンの点灯していないスイ ッチ （巻戻し、 早送り、 停

止、 再生、 レコード） を押します。 

･ [Transport = Machine/MMC,/Remote] のと きは、 [Pro Tools 

Transport] セクシ ョ ンの点灯していないスイ ッチ （巻戻し、

早送り、 停止、 再生、 レコード） を押します。 

ト ランスポート ・ マスターが変わり ます。 このと き ト ランス
ポート ・ コマンドは送られません。 も う一度スイ ッチを押すと
ト ランスポート ・ コマンドが送られます。 

シングル ・ ト ランスポート ・ モードで ト ランスポー
ト ・ マスターを選択する

シングル ・ ト ランスポート ・ モードでは [Pro Tools Transport] の
コン ト ロールだけが使用でき、 現在選択している ト ランスポー
ト ・ マスターにな り ます。

シングル ・ ト ランスポート ・ モードで ト ランスポート ・ マス
ターを選択するには ：

･ ト ランスポート ・ モード ・ コン ト ロールの [Machine Online] ス

イ ッチを押します。 

ト ランスポート ・ マスターを順に選択する

D-Control での ト ランスポート ・ マスターの切り替え
（Pro Tools、 Machine、 MMC、 Remote） には、 シングル ・ ト ラン
スポート ・ モード とデュアル ・ ト ランスポート ・ モード共に
[Machine Online] ス イ ッチを使います。 

ト ランスポート ・ マスターを順に選択するには ：

･ Start (Win) または Control (Mac) を押さえ、 ト ランスポート ・

モード ・ コン ト ロールの [Machine Online] ス イ ッチを繰り返して

押します。
D-Control 付録 7.46
LED テス ト ・ モード

（D-Control ES のみ）

D-Control のユーティ リ ティー ・ モードの LED テス トは、
D-Control ES の新しい配色に従って D-Control のスイ ッチの
LED を点灯させます。 



第 3 章 ： D-Control マルチ ・ モード （Mac のみ）
Pro Tools HD 7.4cs1 には D-Control を 「マルチ ・ モード」 にす
る機能が追加され、 1 台の D-Control コンソールでネッ ト ワー
ク上の Pro Tools|HD システムを 4 つまで操作できるよ うにな り
ました。 マルチ ・ モードでは、 D-Control コンソールのスイ ッチ
を 1つ押すだけで、 操作する Pro Tools システムを切り替えるこ
とができます。

マルチ ・ モードの互換性

D-Control のマルチ ・ モードは、 Pro Tools 7.4 用のシステムの一
部と して機能します。 詳し くは Digidesign のウェブサイ ト
（www.digidesign.com/compatibility） の互換性のページをご覧くだ
さい。

D-Control のマルチ ・ モードは、 現在の Comm ボードを持つメ
イン ・ ユニッ ト とフェーダー ・ ユニッ トで構成された
D-Control コンソールでのみ使用できます。 

D-Control 本体の Comm ボードのアップデート方法については
Digidesign のカスタマー ・ サービスにお尋ねください。 Digidesign
の各地のカスタマー ・ サービスの電話番号は Digidesign のウェ
ブサイ ト （www.digidesign.com） に掲載しています。

D-Control ユニッ トの Comm ボードのバージ ョ ンを調べるには ：

1  Pro Tools が起動している場合は、 Pro Tools を終了します。

2  D-Control ユニッ トの電源を切り ます。 

3  フォーカス ・ チャンネル ・ ス ト リ ップ （メ イン ・ ユニッ ト ）

または一番左のチャンネル ・ ス ト リ ップ （フェーダー ・ モ

ジュール） のスイ ッチ [Select]、 [Solo]、 [Mute] を押さえて

D-Control ユニッ トの電源を入れます。 これによって特別な

「ブート ローダー」 モードでユニッ トが起動します。 

4  ユニッ トに電源が入ったら、 以下のいずれかの方法でユニッ

ト をユーティ リ テ ィー ・ モードにします。

･ メ イン ・ ユニッ トのセッシ ョ ン管理セクシ ョ ンの [Utility]

スイ ッチを押します。 

･ フェーダー ・ モジュール左下にある修飾キーを Shift + 

Alt/Command + Win/Option の順に押さえます 。 

5  [System] と表示されているソフ ト ・ キー （メ イン ・ ユニッ ト ）

またはエンコーダ ・ セレク ト ・ スイ ッチ （フェーダー ・ モ

ジュール） を押します。

6  [FW ver] と表示されているソフ ト ・ キー （メ イン ・ ユニッ ト ）

またはエンコーダ ・ セレク ト ・ スイ ッチ （フェーダー ・ モ

ジュール） を押します。

Windows 用 Pro Tools システムは D-Control

のマルチ ・ モードには対応していません。 
7  そのユニッ トのチャンネル ・ ディ スプレイに Comm ボードの

ファームウェアのバージ ョ ンが表示されます。 

･ Comm ボードのファームウェアのバージ ョ ンが [b7.2.0.92]

であれば、 Comm ボードは現在のものであ り、 マルチ ・

モードに対応しています。 

･ Comm ボードのファームウェアのバージ ョ ンが [b2.59] で

あれば、 Comm ボードは現在のものではなく、 マルチ ・

モードには対応していません。

8  ユーティ リ ティー ・ モードを解除し、 D-Control ユニッ トの電

源を入れ直してノーマル ・ モードで起動します。

D-Control のマルチ ・ モードを設定する

D-Control のファームウェアをアップデートす
る

D-Control のマルチ ・ モードは、 D-Control のすべてのユニッ ト
（メ イン ・ ユニッ ト と各フェーダー ・ モジュール） のファーム
ウェアを Pro Tools HD 7.4cs1 でアップデート しなければ使えま
せん。 

Pro Tools HD 7.4cs1 に含まれている D-Control 用ファームウェ
ア ・ アップデート を始めるには ：

1  Pro Tools HD 7.4cs1 を起動します。 

2  [ 設定 ] （Setup） >[ ペ リ フェラル ] （Peripherals） を選択し、

[Ethernet コン ト ローラー ] （Ethernet Controllers） をク リ ッ ク し

ます。 

3  D-Control のメ イン ・ ユニッ ト とフェーダー ・ モジュールを選

択します （まだの場合）。

4  [OK] をク リ ッ ク して、[ペリ フェラル ] ダイアログを閉じます。

5  画面の指示に従ってD-Controlのファームウェアをアップデー

ト します。

D-Control Surround Panner を持っている場合は、 パ

ナー用のファームウェアをアップデートするよ う メ ッ

セージが表示されます。 このファームウェアのアップ

デートは 11 分程度かかり ます。 Surround Panner のアッ

プデートは後で行っても構いません。 Surround Panner

のファームウェアをアップデート しな くても、

Pro Tools HD 7.4cs1 の機能は使えます。
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D-Control ユニッ ト をマルチ ・ モードにする

1 つの D-Control コンソールを複数の Pro Tools|HD システムか
ら選択するには、 まず D-Control のメ イン ・ ユニッ ト とフェー
ダー ・ モジュールをマルチ ・ モードにする必要があ り ます。 

D-Control ユニッ トのマルチ ・ モードのオンとオフを切り替える
には ：

1  ユニッ トがいずれかのシステムから選択されている場合は、

以下のいずれかを行います。

･ Pro Tools を終了します。 

または

･ Pro Tools の [ ペリ フェラル ] ダイアログでそのユニッ トの

選択を解除します。

2  フォーカス ・ チャンネル ・ ス ト リ ップ （メ イン ・ ユニッ ト ）

または一番左のチャンネル ・ ス ト リ ップ （フェーダー ・ モ

ジュール） の [Solo] ス イ ッチを約 3秒押さえます。

マルチ ・ モードになる と、 ソフ ト ・ キー （メ イン ・ ユニッ ト ）
やチャンネル ・ディ スプレイ （フェーダー ・ モジュール） に
[D-Control Multi-Mode] が表示されます。 

マルチ ・ モードの D-Control ユニッ ト を選択する

D-Control ユニッ トがマルチ ・ モードになる と、 名前に 1 ～ 4
の数字がついた複数の D-Control ユニッ トが [ ペリ フェラル ] ダ
イアログに表示されます。 これらのユニッ ト をネッ ト ワーク上
の異なる Pro Tools システムから選択するこ とにな り ます。 

マルチ ・ モードの D-Control ユニッ ト を選択するには ：

1  すべてのPro Tools システムがPro Tools 7.4cs1以降で起動して

いるこ とを確認して ください。 

2  1番目の Pro Tools システムで [設定 ]（Setups）>[ペ リ フェラル ]

（Peripherals） を選択し、 [Ethernet コン ト ローラー ] （Ethernet 

Controllers） をク リ ッ ク します。

3  [Ethernet コン ト ローラー] （Ethernet Controllers） ページで [ 有

効化 ] （Enable） を選択します。 Pro Tools がイーサネッ ト接続を

走査し、 マルチ ・ モードになっている D-Control ユニッ ト を見

つけます。

4  ユニッ トが左から右へ並ぶよ うに添字 [1] のメ イン ・ユニッ ト

と フェーダー ・ モジュールを選択します。

5  [OK] をク リ ッ ク して、[ペリ フェラル ] ダイアログを閉じます。

6  2 番目の Pro Tools システムで、上記の手順を繰り返し、1 番め

の Pro Tools システムと同じ くユニッ トが左から右へ並ぶよ うに

添字 [2] のメ イン ・ ユニッ ト と フェーダー ・ モジュールを選択

します。

7  他にも Pro Tools システムがあれば、 ユニッ トが左から右へ同

じ順序で並ぶよ うに添字 [3]、 [4] の D-Control ユニッ ト を選択

します。

各 Pro Tools システムで D-Control ユニッ ト を選択するに従っ
て、 ト ランスポート ・ コン ト ロールの [Online] セクシ ョ ンにあ
るマシン ・ オンライン ・ スイ ッチ （Mach 1 ～ Mach 4） が点滅し
てそのシステムが操作できるこ とを示します。
D-Control 付録 7.48
D-Control のマルチ ・ モードを使う

複数の Pro Tools システムが使用できる と きは、 ト ランスポー
ト ・ コン ト ロールの [Online] セクシ ョ ンにあるマシン ・ オンラ
イン ・ スイ ッチ （Mach 1 ～ Mach 4） を使って、 それぞれの ト ラ
ンスポートの同期の状態を確認し、 切り替えるこ とができます。

Pro Tools システムの状態

Pro Tools の ト ランスポート ・ マスターが [Transport=Machine] ま
たは [Transport=MMC] に設定されている と きは、 マシン ・ オン
ライン ・ スイ ッチ （Mach 1 ～ Mach 4） が以下のとおり各
Pro Tools システムの状態を示します。

Pro Tools の ト ランスポート ・ マスターが [Transport=Remote] に
設定されている と きは、 マシン ・ オンライン ・ スイ ッチ
（Mach 1 ～ Mach 4） は以下の状態のみ示します。

Pro Tools システムのコン ト ロールを切り替える

選択できる Pro Tools システムがあれば、 そのマシン ・ オンライ
ン ・ スイ ッチ （Mach 1 ～ Mach 4） を押すと切り替えられます。

バージ ョ ン 7.4cs1 よ り前の Pro Tools システムで

D-Control ユニッ ト を選択する と、 ファームウェアを

アップデートするよ う メ ッセージが表示される場合があ

り ます。 アップデート中のコンフ リ ク ト を避けるため、

D-Control ユニッ ト をマルチ ・ モードにしたままファー

ムウェアをアップデート しないでください。 

D-Control のファームウェアのアップデートは、 ファー

ムウェアのバージ ョ ンが分かっているシステムから ノー

マル ・ モードで行ってください。

Pro Tools システムの状態 （Transport=Machine または MMC）

マシン ・ スイッチ 状態

オフ Pro Tools システムなし

点滅 （ゆっ く り） D-Control 上にアクテ ィブな

Pro Tools システム

点滅 （速く ） Pro Tools システムあり、 停止中また

はタイムコード と非同期

オン （点灯） Pro Tools システムあり、 タイムコー

ドへ同期中

Pro Tools システムの状態 （Transport=Remot）

マシン ・ スイッチ 状態

オフ Pro Tools システムなし

点滅 （ゆっ く り） D-Control 上にアクテ ィブな

Pro Tools システム

オン （点灯） Pro Tools システムあり、 オンライン

[Transport=Remote] のと きは、 Pro Tools のオンライン ・

スイ ッチと ト ランスポート ・ コン ト ロール （巻戻し、 早

送り、 停止、 再生、 レコード） は点滅し、 Pro Tools の

ト ランスポートの正確な状態は示しません。
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